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令和６年度第３回国有林材供給調整検討委員会 

（概要） 

 

1. 開催日時 

令和６年 12 月 12 日（木）13 時 30 分～15 時 30 分 

 

2. 開催場所 

中部森林管理局 大会議室 

 

3. 検討内容 

（１）国有林材供給調整対策について 

（２）その他 

 

4. 検討結果 

 全国的な木材需要動向を見ると、新設住宅着工戸数の減少傾向が続いており、今

後についても大幅な回復は見込めず、前年度同水準に留まるのではないかとの見方

がある。また、プレカット工場の受注率についても、新設住宅着工戸数の伸び悩み

の影響から低調に推移し、実需回復の兆しは見えない。 

 一方、中部森林管理局管内の現状を見ると、プレカット工場の稼働状況は若干上

向き傾向となっているものの、原木の出材減が各方面に大きな影響を及ぼしており、

先行き不透明な状況となっている。 

 こうした状況を踏まえ、中部森林管理局では出材減とならないよう、引き続き本

年度に計画している製品生産事業を着実に実行し、市場等への速やかな木材供給を

実施することにより、管内の市況の安定化を図ることが重要であり、現時点での供

給調整は必要ないものと考える。 

 なお、本年度に講じた予防的な措置の効果や地域における木材需給動向等を引き

続き注視し、各方面にアンテナを高くしながら国有林材の安定供給に努めていく必

要がある。 

 

5. 委員意見等 

〇 民有林では、県の予算が減少したことで民有林からの出材が鈍っている。今の状

況が来年まで続くようであれば深刻な事態となりかねない。 

 

〇 気候変動等の影響により、季節感による例年通りの対応で進めることが難しい状

況になってきている。事業発注のタイミングなどもずれてきているように感じてい



る。その辺りの対応を考えていく必要がる。 

  また、現状では木材が足りていない状況であるため、需給安定の意味からも粛々

と事業を進めていただきたい。 

 

〇 状況的には、民有林からの出材が少なく材がまとまらない状況。国有林について

は安定的に出材されているが、今後、国有林の今年度事業が終了する中で、民有林

からの出材が少ない状況が続くようであれば、かなり厳しい状況となることが予想

される。来年度についてもこのような状況が懸念され、不安材料が多い。 

 国有林の状況をみると、ある地域において製品生産事業の落札率が悪すぎる。こ

のような時に地域別ではなく、不調の地域を他地域がうまく補い、全体として落ち

込まない仕組みにできないか。国有林からの安定的な出材が欲しい。 

 

〇 1 月の能登半島地震により素材の調達が困難になると予測し、在庫不足とならな

いよう確保に努めた。10 月までは安定的な入荷ができたが、11 月からは在庫が減

る中で入荷が減少している。 

  様々な理由があるのだろうが、川下としては年間を通して必要な量を安定的に減

産などせずに全て計画通りに供給してほしい。 

  製材工場の設備投資をしており、生産量 40－50％の増産を目指している。国産材

の需要に対して製材工場の役割を果たすべく先行投資をしているが、問題は山側で

素材を安定供給してくれるかということである。減産とならないよう進めていただ

きたい。 

 

〇 素材の入荷が落ち込んでおり、絶対量が少ない。並材は売れるが役物に近いもの

が売れない。スギの大径材は今までは売れないと言っていたが最近では丸太自体が

入ってこない。用途が乏しいのではないかと思う。ヒノキについては寺社仏閣など

の大きな物件が少なく並材が下になるので役物も足を引っ張られる。先行きは良い

とは言えない。 

  最近の林業業界では、もう二度と植林をしないという。それは、植林してもシカ

に食われてしまうからであり、これでは伐採することもできない。この対策をしな

いと植林も伐採も進まない。 

 

以上 


